










1.研究課題

わが国のように,広範囲で多様な新生児マス・スクリーニング・システムが確立している

国は,世界でもまれである。しかしながら,国際的なスクリーニングの効果評価・効率評価

では,明確な根拠が確立しているスクリーニング・プログラムは限られている。その意味

では,とくにわが国のスクリーニング・システムの総合的な評価は,重要な課題と考えられ

る。

そこで,テクノロジー・アセスメントの評価枠組みにより,総合的に効果と効率の評価を実

施したいと考えた。昨年度は,スクリーニング・プログラムの効果について,米国特別委員

会の最良根拠の方法(表 1)により,各疾患別にスクリーニングの効果に関する批判的吟味

を実施し,根拠の質を明らかにした(表 2)。

今年度は,この批判的吟味の結果を基礎として,わが国で実施されている新生児マス・スク

リーニングの 7 つのプログラムについて,個別に経済的効率に関する評価を実施するとと

もに,スクリーニング・システム全体の経済的効率についても総合的に評価を行いたいと

考えた。


